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Ⅰ. 2026年12月期 第２四半期
決算概要
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決算ハイライト

連結売上収益（継続事業）

連結営業利益（継続事業）

◼ 前年同期比32.4％増加の1,510億円となった

 ウクライナや中東情勢をはじめとする地政学リスクの高まり、インフレの継続、及び米国の関税政策などの
懸念材料がある中で、世界経済は先行き不透明な状況が続いた。

 そのような中、産業機器事業において、AI需要に伴う半導体関連を中心とした設備投資の拡大などを背景に、
受注が好調に推移し増収となった。

◼ 前年同期比268.9%増加の224億円となった

 産業機器事業において、インフレや米国の輸入関税の上昇に加え、ネクストキャリア支援制度実施に伴う一時
費用7億円などのマイナス要因があったものの、売上収益の増加に伴う数量効果、及び構造改革による効果が
これらを上回り増益となった。

◼ 2026年5月に修正した計画に対し、売上収益130億円、営業利益70億円、それぞれ上回った

◼ 輸送機器事業の譲渡完了に伴う為替換算調整勘定の取り崩しなどによる事業譲渡益が164億円発生した

ポイント
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売上収益の推移

51,799 54,892 
46,177 50,238 

55,437 

49,472 41,738 

13,022 
14,146 

16,795 

36,431 
29,959 

10,627 
10,984 

13,995 

30,254
32,787

33,335
37,853

48,312

11,893 
13,529 

10,975 

13,084 

16,526 

上期 下期 上期 下期 上期

2024/12 2025/12 2026/12

1US$ 152.21 150.74 148.41 150.82 158.09

1EUR 164.51 163.12 162.14 175.86 184.46

1CNY 21.09 20.99 20.46 21.17 23.04

地域別売上高と業種別伸び率

151,067

※地域別売上高は

※ 所在地セグメントではなく海外売上高ベース

※ 業種別伸び率は1-6月の現地通貨ベース

アジア他

中国

欧州

米州

日本

対前年比
+50.6%

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

+42.2％

+6.7％

+56.6％

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

+21.5％

+28.4％

+35.9％

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

+33.6％

+7.8％

+36.2％

⚫ 工作機械

⚫ 一般機械

⚫ エレクトロニクス

+18.3％

+14.1％

+61.7％

⚫ 台湾

⚫ シンガポール

⚫ インド

+26.4％

+106.7％

+24.3％

対前年比
+44.9%

対前年比
+31.7%

対前年比
+29.0%

対前年比
+20.1%

継続事業

172,908

179,851
百万円

114,137

126,306
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(参考) 営業利益 増減要因(参考) 営業利益 増減要因

産業機器事業

-25
0

140 7

42

60

224

2025年度上期 2026年度上期+164億円

数量効果

その他損益

変動費比率
の影響

固定費の増加

為替の影響

単位：億円 FY2025 FY2026

1H 2H 1H

売上収益 1,141 1,263 1,510

営業利益 60 83 224
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資産･負債/資本の状況

貸借対照表の変化

| 

|

| 前期比

10,439百万円

●百万円

+23,094百万円

202,923 

275,996 

277,673 

204,600 

負債

前期比
△2,641

◼ 親会社の所有者に帰属する当期利益

◼ 配当金の支払い

◼ 売却目的で保有する処分グループに
関連するその他の資本の構成要素 

◼ 有形固定資産

◼ のれん及び無形資産

◼ その他の金融資産

◼ 流動負債

 営業債務及びその他の債務

 社債及び借入金

 売却目的で保有する資産に
直接関連する負債

◼ 非流動負債

| 前期比

| 前期比

| 前期比

| 前期比

| 前期比

+6,100百万円

+3,824百万円

+26,800百万円

△28,377百万円

△8,742百万円

流動資産

前期比
△6,694

資本

前期比
+10,247

非流動資産

前期比
+14,299

| 

|

|前期比

33,744百万円

13,759百万円

△14,142百万円

| 前期比

| 前期比

| 前期比

+1,193百万円

+839百万円

+13,119百万円

◼ 現金及び預金

 営業CF

 投資CF

 財務CF

 換算差額

◼ 営業債権及びその他の債権

◼ 棚卸資産

◼ 売却目的で保有する資産

| 前期比

|

| 

| 

| 

| 前期比

| 前期比

| 前期比

+6,916百万円

18,868百万円

△23,660百万円

△3,461百万円

4,644百万円

+10,707百万円

+5,275百万円

△36,126百万円

総資産 480,597百万円
前期比 +7,605 百万円
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Ⅱ. 新経営方針 「ROE10%超の早期実現」の進捗
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新たなPMVVの策定

8

持続的な企業価値向上に向け、Mission、Valueを刷新
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2.8％ 10％超

株主還元

• 配当方針：DOE 8％ + 機動的な自己株式取得

173億円
144億円

3,836
億円

営
業
利
益

自
己
資
本

現在・構造改革期間
 (FY2025～26)

成長ステージ
 (FY2027～29)

R
O
E

3,000
億円

＋α

安定成長ステージ
 (FY2030～)

400億円
超

当期純利益
300億円に

必要な営業利益

構造改革前 
(FY2024)

+α

ROE10%超に
必要な営業利益
400億円を
自助努力の改革に
より達成

M&Aなど追加的要素による
更なるROE上昇の可能性

産業機器事業における“構造改革”：200億円超

• 安定的な高収益構造の構築

株主還元

• 自己資本を鑑みながら
適切な株主還元の実施

輸送機器事業における “選択と集中”

• 聖域なき事業の見直し

資本政策方針 (BSのスリム化)

• 早期に現預金残高をネットニュートラル水準まで引き下げる

• 純有利子負債の水準はEBITDAの1～2倍程度まで許容する

当面の必要自己資本の
水準を3,000億円程度
と設定

成長分野における増益：+α

• 成長投資、M&Aの実施

1

2

3

4

“ROE10％超”への道筋

コーポレートガバナンスの進化

• モニタリング体制の深化

５

さらなる成長投資と
連続的な成長による
利益向上

適正と考えられる
自己資本水準の維持

10％超からの維持・
向上を前提に目標
を設定

FY2027～29
目標

9

FY2025
(2025/12期) 実績

FY2024
(2024/12期) 実績



Copyright THK CO., LTD. 2026. All rights reserved. |

輸送機器事業における “選択と集中”

10

1

「あらゆる選択肢・可能性を排除しない」方針のもと、段階的に”選択と集中”を実行し、完遂

2017

2018

リカバリープラン開始

2019

減損損失計上

減損損失計上

“選択と集中”を発表

これまでの経緯

2020

2021

2022

2023

2024

2025

2026

営
業
損
失

実施内容

“選択と集中”の実行構
造
改
革

黒
字
転
換

営
業
損
失

“選択と集中”の完遂

輸送機器事業の譲渡をもって、
“選択と集中”を完遂
（26年6月1日に譲渡完了）

聖域なき構造改革の実行

◼ 当社に期待される資本コストと投下資本利益率 (ROIC) を厳しく
精査する中で、事業を譲渡することが相応しいと判断

◼ THKリズム株式会社を傘下に置くTRAホールディングス株式会社
含む輸送機器事業を営むすべてに関して、譲渡契約を締結

実行に至った経緯
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FY2026効果見込み額 (FY2024比)

変動費 : 144億円積上固定費 : 60億円積上

FY2027～2029目標
(産業機器事業) 

産業機器事業における “構造改革”2

1111

高収益構造の構築に向けて、施策の積み増しとリカバリ施策を織り交ぜながら、実行・推進

FY2024実績
(産業機器事業) 外部専門家の支援のもとPDCAを回しながら、適宜適切な施策に切り替えていく

400
億円

168
億円

成り行き
積上げ額*1

+27
販売

+1

生産

+39

その他

+21

販売

+45

生産

+96

その他

+3

• 販売拠点の再編

• 自働化による人員最適化

• 生産体制の最適化 など

• IT導入による業務効率化

• 人員最適化 など

• 販売価格の適正化

• 新規分野の収益改善 など

• 材料・部品購入価格最適化

• 内外製の見直し

• 物流業務の最適化 など

リカバリ効果見込み

• さらなる人員最適化の加速 21億円

• 間接費削減WGによる効果 15億円

• 物流コストの更なる削減   2億円

不足リスク*2

▲38
リカバリ
+38

1

成長分野
M&A

+65

成長投資による
収益余地分

2

3

目標達成に対する
不足リスクへ、

リカバリ施策を
随時実施予定

5

4

※端数処理の関係で
合計数値が合わない
場合があります

*1 : 成り行き積上げ額：経営方針発表時のFY2025の増減見込額 ＋ FY2027～FY2029は売上高成長率 年2％平均、労務費・人件費 年4％強平均で増加する前提で試算
*2 : FY2025の一過性のマイナス要因と数量効果のマイナス効果を除く

施策の効果発現と
数量効果が相まって、
期初想定を上回る見込み

•固定費 4億円

•変動費 39億円

期初
想定
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～FY2029

(1件)

(14件)

(4件)

(6件)

(59件)

(4件)

+200億円
以上

効果見込み額

施策
件数

+1億円

+39億円

+21億円

+45億円

+96億円

+3億円

FY2025末時点での進捗状況と取組み実績 FY2026の想定取組み事項

固
定
費

販売 ✓ 順次対応を開始

✓ 全世界の拠点を対象に、生産品目および生産最適地の
見直し

生産

✓ 人員最適化計画の策定その他

変
動
費

販売
✓ 市場環境およびコスト動向を踏まえ、販売価格の適正化
を実施

✓ 部材の計画的な集約発注、内外製・加工工程の見直し、
物流コスト削減。加えて従前からの施策について、実施の
徹底および深化をしながらモニタリング体制を強化

生産

✓ グループ会社との協業強化・新規分野の収益拡大その他

1

2

3

4

5

6

✓ FY25の実施内容を継続

✓ 取り組みを継続し、順次実行を予定

✓ 策定した施策の実行により人員配置の効率化および
人員増加を抑制

✓ 持続的な収益性確保に向け、販売価格の適正化の
地域・対象を拡大して実施

✓ 生産プロセス・業務フローの抜本的見直し、使用部材の
さらなるコストダウン

✓ FY25の実施内容を継続

1

2

3

4

5

6

◼ 構造改革に向けた取組み施策を洗い出し・実行 (総数88件)

• 既存の施策を着実に実行し、削減効果を積み上げ

• 加えて2026年度上期において、更なる新規施策を約11%積み増し

- 今期中より順次実施予定 (まとめ発注部品の増加や免税地
域の拡大など)

進行中
約77%

方針検討中
約23%

うち新規
施策約11%

進行中
約77%

方針検討中
約23%

FY2026上期時点：総数88件
FY2025時点：総数78件

産業機器事業における “構造改革”2

1212

構造改革を一層加速させるため、既存施策の着実な実行に加え新規施策の積み増しを実施
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3 成長分野における増益：成長戦略

サステナビリティ・ESG

ビジョン

ものづくり

サービス業

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
変
革

ビジネス領域の拡大

”ころがる・つながる技術”で
ものづくりの世界を革新していく

ミッション
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ニーズ発掘～ビジネスサイクルを高速回転によって、トップライン拡大と収益性向上に向けた製品投入の好循環を確立

3 成長分野における増益：機械要素部品ビジネス

「売って、創って、作って」のサイクルを
高速回転させ、トップライン拡大と

収益性向上を実現

売って

創って作って

高精度 高耐久性

高剛性
特殊環境
対応性

【対象市場】

医療

工作
機械

物流

EV・再生可能
エネルギー関連

ロボット

鉄道・
航空機

半導体

ニーズ発掘件数の大幅増加

◼ 2026年度上期は、
2020~2024年度累計の
約2.6倍の件数を発掘

新製品・サービス数の大幅増加

◼ 2026年度の新製品リリース
数は、前年比約2.7倍に増
加見込み

高い成長が見込まれる
重点7分野に

タスクフォースを投入

顧客ニーズを捉えた
新製品・サービスを

開発・投入

14
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成長分野における増益： FAソリューションビジネスの成長3

アクチュエータ技術 × センシング技術 × 制御技術で、スマートサブシステム を世に出していく

３つの要素の掛け合わせにより、高付加価値の製品・ソリューションを提供

①
機械要素部品（メカ）

②
メカトロ・モジュール

③
IoT・AI

・LMガイドなど

・アクチュエータ
・各種モジュール

・OMNIedge
マシンビルダーに加え、より広範な
マシンユーザーのニーズに対応

期待される市場

マシンユーザー
（生産技術・SIer）

付
加
価
値
最
大
化

マシンビルダー

工程間搬送

次世代リニア搬送システム
VTS

装置内駆動アクチュエータ

工程最適型ロボット
PPRシリーズ

電動
アクチュエータ

ライン間搬送

次世代搬送ロボット
SIGNAS

メカトロ・モジュール Lineup IoTサービス（OMNIedge) Lineup
◼ 部品予兆検知AIソリューション

✓ 直動部品用 

✓ 回転部品用

◼ 工具監視AIソリューション

◼ スキル管理AIソリューション

◼ メンテナンス統合管理システム

◼ GX (グリーントランスフォーメーション) ソリューション
※ エネルギー使用量の見える化

工場生産の自働化・高度化へ、フィジカルAIを支える
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成長分野における増益：フィジカルAIを支えるTHKの技術

アクチュエータ技術 × センシング技術 × 制御技術の、スマートサブシステムにより、フィジカルAIを支える

3

【現実空間】

シミュレーション 【仮想空間】
(デジタルツイン) 

AIAIAI

最
適
解

デ
ー
タ

指示

データ

◼ 品質のばらつきが少なく、正確に動作し、
高い耐久性を備えた機械要素部品

AIの指示通りに
正確な動作を実現

◼ アクチュエータ技術 × センシング技術 × 制御技術

現実と仮想空間におけるシミュレーションの
ギャップを補正するデータを提供

16

【事例：卓球でロボットが人間と肩を並べるレベルのプレイを
実現するソニーグループの最先端研究開発を支援】

「リニアモータXY軸ユニット」を提供
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中長期的な顧客の需要拡大を見据え、生産能力の増強を決定 (THK大連第2期工場の設立)

3 成長分野における増益：グローバル生産能力の増強

17

THK大連（中国）

品目 ：ボールねじ
床面積：約27,000 ㎡

増築新工場
2027年12月完成予定

全社的な構造改革は手を緩めず継続

必要な投資は規律性高く実行
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5

ガバナンスの実質化を追求するべく、強化策の継続とコード改訂対応を実施予定

コーポレートガバナンスの強化

18

実質の追求
独立性・

透明性の強化
形式の整備コーポレート

ガバナンス
の主な潮流

当社ガバナ
ンス体制・
改革の変遷

◼ 監査等委員会設置会社への移行

◼ 指名諮問委員会・報酬諮問委員会の
設置

◼ 第三者による取締役会実効性評価の開始

◼ 指名諮問委員会・報酬諮問委員会の委員
長に社外取締役が就任

◼ 制度類見直し (取締役会スキルマトリックス、
役員報酬・人事評価制度 など)

◼ CEOサクセッションプラン方針の公表

「稼ぐ力」の強化に向け
たCGガイダンス

◼ 成長投資の実行、
価値創造ストーリー
構築、株主・投資家
との対話の重要性を
提示

CGC改訂(第三次)

◼ 実質化の追求を要
請するコードへ

✓ 丁寧なエクスプレイ
ン、経営資源配分
の説明責任と検証、
取締役会事務局
の機能強化など

コーポレートガバナンス
コード (CGC) 制定

◼ 株主の権利・平等
性の確保など基本
原則を提示、上場
企業による順守/説
明を要請

CGC改訂
(第一次・第二次)

◼ 実質的な企業経
営・取締役会運営
の要請

✓ 社外取締役比率
増、取締役スキル
公表、指名/報酬
委員会設置など

2015年 2018年 2021年 2026年
・・・

2025年

◼ 2025年までに実施したガバナン
ス強化策の継続・深耕

◼ CGC改訂への対応

✓ 既に取締役会事務局の
機能強化に着手

✓ コンプライ / エクスプレイン
の精査・実務の見直しと
反映

更なる実質化への取り組み
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Ⅲ. 2026年12月期 業績予想
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地域別受注状況

産業機器事業

THK日本*1,2

THK America, 
Inc.*2

THK Europe*2

THK (CHINA) 
CO., LTD. + 
THK 
(SHANGHAI)*2

THK 
TAIWAN*2

19.8 22.1 22.4 21.3 19.9 22.0 21.3 23.8 
29.8 

37.4 
7.7 

22.7 21.1 11.0 
0.9 (0.6) (4.8) 11.6 

49.4 
70.0 

0

10

20

30

40

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

2024 2025 2026

42 42 46 44 49 49 48 52 
68 

79 
12.2 

24.9 36.8 39.1 
15.1 16.8 

4.6 
17.8 

39.2 
58.9 

0

20

40

60

80

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

2024 2025 2026

31 29 27 26 32 33 32 35 
42 39 

(21.2) (0.1) (8.6) (9.5)
4.1 12.0 19.0 

34.9 32.9 
18.0 

0

10

20

30

40

50

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

2024 2025 2026

655 895 602 625 
963 1,214 

802 1,006 

1,621 2,229 
15.9 

71.0 65.2 
25.4 47.0 35.7 33.1 

60.9 
68.2 

83.6 

0

600

1,200

1,800

2,400

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

2024 2025 2026

201 185 267 324 323 309 310 294 
455 

622 
12.8 (2.9)

60.7 
92.8 

60.5 66.7 
16.5 

(9.3)

40.9 

101.4 

0

200

400

600

800

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

2024 2025 2026

*1 : 輸出除く
*2 : 前年同期比。単位はTHK日本 10億円、THK America, Inc. 100万ドル、THK Europe 100万ユーロ、
  THK (CHINA) CO., LTD. + THK (SHANGHAI) 100万元、THK TAIWAN 100万台湾ドル
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利益計画

連結

2026/12 2025/12

8/5 修正計画 5/11 修正計画 期初計画 上期実績 通期実績

売上収益 310,000 276,000 260,000 151,067 240,444

前期比 +28.9% +14.8% +8.1% +32.4% +7.9%

営業利益 48,000 31,000 26,000 22,483 14,436

前期比 +232.5% +114.7% +80.1% +268.9% △9.3%

税引前利益 47,100 29,800 26,500 22,092 15,746

前期比 +199.1% +89.2% +68.3% +221.7% △11.9%

親会社の所有者に
帰属する当期利益

54,800 22,700 21,500 33,744 △69,891

前期比 - - - +805.3% -

（百万円）
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利益計画

単独
（百万円）

2026/12 2025/12

8/5 修正計画 5/11 修正計画 期初計画 上期実績 通期実績

売上高 192,000 164,000 158,000 88,665 145,070

前期比 +32.3% +13.0% +8.9％ +30.5% +0.2％

うち日本 108,000 95,700 95,000 49,954 86,032

前期比 +25.5% +11.2% +10.4％ +20.7% △2.7％

営業利益 16,200 7,400 7,100 7,883 4,235

前期比 +282.5% +74.7% +67.6％ - +2.8％

経常利益 22,400 12,600 14,900 13,799 45,103

前期比 △50.3% △72.1% △67.0％ △58.2% +150.3％

当期純利益 26,100 11,100 13,400 17,766 △24,701

前期比 - - - △45.4% -
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(参考) FY2026修正計画（前年度比）の補足

単位：億円 FY25 FY26（E） 増収増益額

売上収益 2,404 3,100 +696

営業利益 144 480 +336

※売上収益への為替影響額：＋約134億円

未実現利益の消去額 +10

為替の影響額 +66

持分法投資損失（FY25）の解消 +16

インドの子会社の過年度決算修正（FY25）の解消 +3

増益額に含まれる主な特殊要因

ポイント：主に数量効果による増益
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売上原価および販管費の推移

18.0%
18.6%

24.0% 21.3% 19.2%

売上原価および販管費の推移

14,967 15,025 12,778 12,800 13,554 

2,183 2,298 
1,549 1,521 1,628 

2,805 3,238 
2,503 2,653 2,969 

2,943 3,550 

2,959 2,813 2,729 

9,525 8,100 

7,606 7,155 
8,067 

139,975 131,000 

80,199 89,749 99,184 

77.8% 75.8%
70.3% 71.1% 65.7%

百万円

売上原価率

売上収益
販管費比率

その他

研究開発費

荷造運搬費

減価償却費

人件費

原価率は前年同期比4.6ポイント低下

売上原価

販管費
販管費比率は前年同期比4.8ポイント低下

32,425
百万円

上期 下期 上期 下期 上期

2024/12 2025/12 2026/12

上期 下期 上期 下期 上期

2024/12 2025/12 2026/12

継続事業

継続事業

32,213

27,396 26,944
28,949
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【補足資料】受注高・売上高・受注残高の推移 (単独：日本)
（100万円）

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

受注高 15,514 14,293 14,221 14,626 16,835 15,225 14,617 19,416 25,314 32,243 34,127 34,376 32,626 30,777 27,446 22,609 18,361 18,018 18,481 19,174 19,768 22,109 22,374 21,289 19,936 21,974 21,294 23,765 29,780 37,357

売上高 26,571 24,851 21,186 20,190 17,511 17,687 15,501 19,118 20,881 24,715 25,427 28,612 28,236 30,817 28,789 29,729 25,468 22,661 19,577 21,413 20,028 22,387 22,048 23,941 20,703 20,689 21,710 22,928 22,773 27,180

受注残 39,831 29,273 22,307 16,744 16,067 13,605 12,722 13,020 17,453 24,981 33,681 39,444 43,835 43,794 42,451 35,331 28,224 23,581 22,484 20,245 19,984 19,706 20,032 17,380 16,613 17,898 17,482 18,319 25,325 35,502

0

5,000

10,000
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25,000

30,000
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40,000

45,000

50,000

受注高

売上高
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【補足資料】業種別受注高の推移 (単独)

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

工作機械 1,737 1,355 1,324 1,138 1,260 1,350 1,301 2,217 3,123 4,659 4,373 4,515 4,539 3,933 4,033 3,125 2,336 2,085 1,977 1,969 2,238 2,532 2,774 2,641 2,627 2,797 3,060 3,646 3,918 4,700

一般機械 2,485 2,287 2,431 2,482 3,024 2,659 2,891 3,706 5,249 6,175 6,915 6,587 6,210 5,458 4,812 3,313 2,783 2,547 2,489 2,675 3,036 3,518 3,769 3,533 3,886 4,347 4,009 4,011 4,968 7,051

エレクトロニクス 2,793 2,717 2,542 2,950 4,601 4,067 3,369 4,472 5,337 7,230 8,739 8,956 7,773 7,762 7,198 5,553 4,290 4,597 4,497 5,388 5,226 5,436 5,166 5,093 4,043 4,660 4,536 5,441 6,740 9,255

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

工作機械

一般機械

エレクトロニクス

（100万円）
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